Ⅰ．事前対策(例)
事前対策（例）
事前対策（例）は、以下に示すモデル事業者を想定して作成したものである。
表 　モデル事業者の概要

	項目
	内容

	給水人口
	３万人

	水道事業者（水道課）の組織
	庶務・経理係、浄水係、配水係、給水係の４係により構成。
平常時は、浄水係は浄水場、その他の係は市役所内水道課に勤務するものとする。

	水道課職員数
	10 人（課長を含む）


表 　保有する主な水道施設の概要

	水道施設
	施設名称
	施設概要

	取水施設
	Ａ取水施設
	浅井戸、取水ポンプ、集水管


	取水施設
	Ｂ取水施設
	取水堰、取水塔

	取水施設
	Ｃ取水施設
	深井戸、取水ポンプ、集水管

	導水施設
	Ｂ導水施設
	導水渠

	浄水施設
	Ｄ浄水施設
	凝集沈殿池、急速ろ過池、活性炭注入設備、
浄水池ほか

	浄水施設
	Ｅ浄水施設
	膜ろ過設備、浄水池ほか

	送水施設
	Ｇ送水施設
	送水管、送水ポンプ

	配水施設
	Ｆ配水池
	配水池、震災対策用貯水施設、追加塩素消毒設備

	配水施設
	Ｇ配水池
	配水池、配水ポンプ、震災対策用貯水施設、
追加塩素消毒設備

	配水施設
	Ｈ配水池
	配水池、震災対策用貯水施設、追加塩素消毒設備



※埋設された施設については、テロの恐れが極めて低いため評価の対象外とした
１　目的
○○市において、テロ発生前から取り組む事前対策として、全ての水道施設を対象に、現状把握のうえ、対策内容の検討を行い、予防保全対策を定めるものである。
加えて、オリンピックや首脳会議等ビッグイベントの開催等を踏まえた警戒体制について予め定め、テロ発生を未然に防止するための取組内容を定めるものである。
　なお、○○市国民保護計画および○○県国民保護計画の改定、また組織体制の変更や施設整備状況等にあわせて、適宜見直すこととする。
２　予防保全対策
（１）基礎的対策
最低限に実施すべき水道施設の対象は、Ｂ取水施設、Ｃ取水施設とし、下表に示す対策を速やかに実施する。
表2-1　基礎的対策
	施設名
	不足している対策
	実施すべき対策内容

	Ｂ取水施設
	進入防止対策（テロ未然防止）
	フェンス等の設置

	Ｃ取水施設
	早期発見対策（テロの被害軽減）
	職員等の巡回


（２）追加対策

優先的に実施すべき水道施設の対象は、Ａ取水施設、Ｂ導水施設、Ｄ浄水場、Ｇ送水施設とし、下表に示す対策を計画的に実施する。
　
表2-2　追加対策
	施設名
	対策内容

	Ａ取水施設
	職員の巡回、急行 or　他系統からの連絡管の整備

	Ｂ導水施設
	水質監視機器の設置　or　他系統からの連絡管の整備

	Ｄ浄水場
	他系統からの連絡管の整備

	Ｇ送水施設
	水質監視機器の設置　or　他系統からの連絡管の整備


３　警戒本部体制
（１）警戒レベルの設定と警戒本部の設置基準
警戒レベルがレベル３に該当したとき、警戒本部を設置するものとする。
表3-1　本市の警戒レベルの設定
	レベル
	該当する状況
	本部体制
	設置権限
	主な活動

	レベル1
	下記の状況に該当しない場合
	平常体制
	―
	テロ対策マニュアルの整備、教育・訓練の実施

	レベル2
	他の水道事業者等または給水区域外の市町村に対してテロの犯行予告がなされた場合
給水区域外の重要インフラ施設が攻撃された場合
給水区域内で重要インフラ施設以外が攻撃された場合
給水区域外にてビッグイベント開催される場合
	
	
	警戒・警備体制の強化
都道府県、市町村、警察や消防との連携訓練の実施

	
	給水区域内にてイベントが開催される場合
	
	
	上記の活動に加え、イベント主催との連携訓練の実施

	レベル3
	他の水道事業者等が攻撃された場合
給水区域内の重要インフラ施設が攻撃された場合
自身に対してテロの犯行予告がなされた場合
	警戒本部
	水道技術管理者または、設置権限者として指定された者
	24時間体制の警戒・警備体制に移行
警察や消防との情報連携体制の構築
都道府県、市町村、警察や消防との警戒体制の構築

	
	給水区域内にてビッグイベント開催される場合
	
	
	上記の活動に加え、ビックイベント主催者との連携訓練の実施

	レベル4
	自身の水道施設に対して攻撃が行われた場合
テロとは断定できないが水道施設において被害が発生している場合
	対策本部
	
	被害状況等の情報収集・集約や応急復旧、応急給水、広報活動等の応急対策の実施

	
	給水区域内の市町村にて災害対策本部等が設置された場合
	
	
	市町村からの求めに応じた活動


（２）警戒期間の設定
「給水区域内にてビッグイベント開催される場合」において、下表のとおり警戒期間を定める。
表3-2　ビッグイベントが開催される場合の警戒期間
	項目
	警戒期間
	警戒強化期間

	最重要施設※
	２ヵ月前から
	１週間前から

	重要施設
	１ヵ月前から
	１週間前から

	その他施設
	１ヵ月前から
	イベント開催中


※最重要施設とは、重要施設のうちビッグイベント開催地区の施設とする
（例）10月１日にビッグイベントが開催される場合（会場：Ｆ配水系統区域）
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備考）ビッグイベントの会場に合わせて警戒する施設を適宜選定する
（３）警戒本部の組織
警戒本部を設置した旨を都道府県、市町村の関係部局に対して報告する。
なお、警戒・警備活動の状況は、定期的に報告する。

監視カメラ等による24時間の水道施設の監視活動、重要施設への警備員の常駐・増隊等を行う。

警戒本部は、24時間警戒・警備活動を行えるよう、警戒班を３班編成とする。
また、警察や消防に協力を要請することを想定し、予め要請に必要な手続きの確認をする。総括班は、依頼文を事前に作成するなどし、迅速に要請を行えるよう事前準備を実施する。

さらに、水道施設に加え、イベント会場等の大規模集客施設や住宅地の貯水槽についても保健衛生部局と密に連携し、テロに対する予防措置、警戒・警備を強化する。















【参考】人数配置（10名）
　警戒対策本部長兼水道技術管理者：１名
　総括班　　統括：１名、情報統括担当：２名
　警戒班Ａ　統括：１名、警戒チーム：１名

　警戒班Ｂ　統括：１名、警戒チーム：１名
　警戒班Ｃ　統括：１名、警戒チーム：１名
（４）警戒対策の内容
　本市においてビックイベントが開催されるため、水道施設毎に警戒対策を行う。
　警戒対策を表３-１に示す。

表3-3　警戒対策
	水道施設等
	対策
	担当

	最重要施設

	Ａ取水施設
	水質検査の強化※1
	警戒班Ｂ

	Ｂ導水施設
	水質検査の強化※1
	警戒班Ｂ

	Ｄ浄水場
	水質検査の強化※1
	警戒班Ｂ

	Ｆ配水池
	巡回強化※2
	警戒班Ｃ

	重要施設

	Ｂ取水施設
	水質検査の強化※1
	警戒班Ｂ

	Ｃ取水施設
	水質検査の強化※1
	警戒班Ｂ

	Ｅ浄水場
	水質検査の強化※1
	警戒班Ｂ

	Ｇ配水池
	巡回強化※2
	警戒班Ｃ

	Ｈ配水池
	巡回強化※2
	警戒班Ｃ

	その他

	配水施設等
	配水管・給水管の臨時漏水調査
	警戒班Ａ

	配水施設等
	鉄蓋、メーターボックス等の封印
（警察と共同）
	警戒班Ａ

	イベント会場等からの定時連絡
	イベント会場や主要宿泊施設等からの定時報告
	総括班


※１　警戒期間において、１回/週の検査を実施
　　　警戒強化期間において、１回/日の検査を実施

※２　警戒期間において、平日昼１回/週の巡回を実施
　　　警戒強化期間において、平日・休日昼１回の巡回を実施（休日は警備会社による
巡回） 
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《　　　　》 ：平常時の組織





図 3-1 警戒本部の組織
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